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令和６年度 中四国中学校長会

研修大会

令和６年６月２０日（木）

広島国際会議場
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学校と地域の連携・協働による
「チーム学校」と「働き方改革」の実現

～人が育ち、人が輝き、人がつながる

協働文化をめざして～

第４分科会Ｂ

山口県山陽小野田市校長会

はじめに 山陽小野田市の概要

◇位置

○人 口：59,560人
○世帯数：29,067世帯

【2023年10月現在】

山口県の南西部に位置し、下関市・宇部市・美祢市と隣接。
瀬戸内海に面し、気候は温暖で、住みやすい環境。
里山、河川（厚狭川・有帆川）、干拓地に拡がる田園地帯や森と湖に恵まれ

た公園など、海と緑に囲まれた自然環境。
市内には山陽自動車道（小野田IC、埴生IC）、山陽新幹線ＪＲ厚狭駅があり、

隣接する宇部市には山口宇部空港があるなど、良好な交通アクセス。

◇人口
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◇山陽小野田市学校教育基本方針 【笑顔と元気あふれる学校の協創】

「学ぶ意欲と確かな学力の育成」
「思いやりに満ちた豊かな心の育成」
「未来を生き抜く健やかな体の育成」を目標に掲げ、教育を推進

している。さらに、特色ある学校教育の推進に取り組み、学校や地
域の固有の条件を生かした創意あふれる教育活動を展開し、児童生
徒が生き生きと取り組むことができる魅力ある楽しい学校づくりを
推進する。

人が育ち 人が輝き 人がつながる
コミュニティ・スクールの運営

はじめに 山陽小野田市の概要
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１ 研究の視点
２ 学校経営ビジョンの協創・共有
３ ミドル・アップダウン・マネジメント
４ 課題解決に向けた専門能力スタッフとの連携・協働
５ 地域の様々な機関や団体とのネットワーク化とその取組
６ まとめ

学校と地域の連携・協働による「チーム学校」と「働き方改革」の実現

～人が育ち、人が輝き、人がつながる協働文化をめざして～

第４分科会Ｂ

本日の流れ

4

（１）テーマ設定の理由

①新しい時代の子どもたちに必要な資質・能力を育むためには、
教育活動のさらなる充実が必要

②本県は、「やまぐち型地域連携教育」の推進により、学校・
保護者・地域が一体となった教育を推進

③学校や教員のみの対応では、十分に解決することができない
事案も増加

様々な諸課題に対応する専門能力スタッフや、教育活動の支援等を
行う地域関係者と連携・協働する体制を強化することが課題

現在の教育現場の状況
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１ 研究の視点

山陽小野田市校長会として

①学校経営ビジョンの共有を図る取組

②ミドル・アップダウン・マネジメント

③学校課題解決に向けた専門能力スタッフとの連携・協働

④地域の様々な機関や団体とのネットワーク化とその取組

（２）学校経営（研究）の視点
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１ 研究の視点

（３）山陽小野田市の生徒に付けたい力
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◇ふるさとに誇りと愛着をもち、地域に貢献する力

◇協働する力

◇夢の実現に向けて主体的に取り組む力

◇自己指導力の育成（生活習慣・食習慣）

◇自他を尊重する心

１ 研究の視点
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人が育ち、人が輝き、人がつながる協働文化をめざして

校長の役割

学校と地域の連携・協働による「チーム学校」の実現

結論

教職員、生徒、地域が参画した学校経営ビジョンの作成

さらに、学校経営ビジョン具現化のための、人と人とのつながり

加えて、生徒が主体となって地域と協働する機会の創造

9

本市独自

地域教育協
議会

２ 学校経営ビジョンの協創・共有

（１）組織 学校運営協議会＋地域教育協議会

※地域教育協議会とは
平成24年に、学校・家庭・地域が一体となり、地域ぐる

みで子どもを育てる体制づくりを推進することを目的とし
て設置

具体的には、
○地域全体で学校を支援する体制整備

○学校が必要とする活動について地域の方々をボランティアと
して派遣
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２ 学校経営ビジョンの協創・共有
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本市独自
地域教育協議会

専門能力スタッフ
学校司書
SC SSW

少年安全サポーター
心の支援員

部活動指導員 など

生徒の主
体的な参画

・ミドルリーダー
の参画
・生徒との共有

２ 学校経営ビジョンの協創・共有
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（２）ビジョンの協創・共有

学校運営協議会

学校経営ビジョンと付けたい力について、グループに分かれて熟議

付けたい力に向けて取り組んでいることを話す生徒 グループでの協議内容を発表する生徒

12

による熟議＋地域教育協議会 ＋生徒

２ 学校経営ビジョンの協創・共有

（２）ビジョンの協創・共有

中学校区の教職員・学校運営協議会による熟議

付けたい力について、グループに分かれて熟議

中学校区の教職員が一堂に会しての熟議

付けたい力に向かう学校・地域連携
カリキュラムの検討

中学校区の学校運営協議会委員と
教職員が一堂に会しての熟議
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２ 学校経営ビジョンの協創・共有

（３）ビジョンの協創・共有

14

学校経営ビジョンと連動した生徒会運営ビジョンの作成
令和５年度 高千帆中学校生徒会 運営ビジョン 

 

＜高千帆中学校区のめざす子ども像＞ 

＜学校教育目標＞ 

学校教育教目標の達成に向けて 

＜生徒会活動目標＞  「昇華」 ～ 未来に向かって飛び上がろう ～  

（チャレンジ目標）         （到達目標）                  （達成するための方針） 
 ○あいさつ   ～お互いに気持ちのよい挨拶ができる～  「明るく元気に気持ちよく」 
 ○自 主 性   ～気付きをアクションにでき る～  「自分の考え ＋ α」 
 ○協 調 性   ～人の意見や行動を尊重でき る～  「みんなで one team に」 

活動評価 （４：適切である ３：概ね適切である ２：やや不適切である １：不適切である） 

重点目標と担当委員会等 具体的な手立て 評価基準 

「確かな学力」（知） 

～学習習慣の確立～ 

総務委員会 

 学習委員会 

 生徒会執行部 

・帰りの会で、日直が朝学や授業等

で大切だと思ったことを発表 

・自学ノートの効果的取組の紹介 

・高塾（テスト週間昼休みの学び合い）

の活性化 

・勉強方法アンケートの実施と効

果の出た方法の紹介 

学校の授業時間以外に日々 

４ ２時間程度 orそれ以上 

３ １時間以上２時間未満 

２ ３０分以上１時間未満 

１ ３０分未満 

の学習をしている。 

「豊 か な 心」（徳） 

～温かい支持的な集団

の形成～ 

生徒会執行部 

整美委員会 

図書委員会 

・全校集会における学年交流活動

の推進 

・整理整頓の習慣化 

・無言清掃の推進 

・新刊図書や貸出人気図書の紹介 

・図書のリクエスト調査と購入 

安心して学校生活が送れて

いる（肯定的な回答）。 

４ ９５％以上 

３ ９０％以上 

２ ８５％以上 

１ ８５％未満 

「健やかな体」（体） 

～望ましい生活習慣の

確立～ 

生活委員会 

保健委員会 

給食委員会 

・時間厳守、２分前着席、授業前１

分間黙想の徹底 

・メディアとの付き合い方 

  望ましいのタイムスケジュー

ルの掲示（適切な睡眠時間の確保） 

myメディアルールの設定 

・給食献立の紹介（健全な食生活へ

の学びをめざして） 

家庭での睡眠時間が 

４ ８時間程度 

３ ７時間以上８時間未満 

２ ６時間以上７時間未満 

１ ６時間未満 

である。 

「豊かに生きる力を身に付け、郷土を愛し未来を切り拓く子」 

～ふるさと高千帆から未来へ「夢」「愛」「命」をつなぐ～ 

「夢」（知）：自ら学び続ける子 「愛」（徳）：笑顔あふれる子 「命」（体）：心身逞しい子 

「心身ともに逞しく、伸び伸びと学び続ける生徒の育成 ～安心して充実した学びができる学校～ 」 

○あいさつ

○無言清掃

○時間厳守

学校評価

心身ともに逞しく、伸び伸びと学び続ける生徒の育成 ～安心して充実した学びができる学校～

令和５年度　山陽小野田市立高千帆中学校　学校経営ビジョン

☆山口県の教育目標

    未来を拓く　たくましい
           「やまぐちっ子」の育成

☆山陽小野田市教育の基本方針
   元気と笑顔あふれる学校の協創
　 　○学ぶ意欲と確かな学力の育成
　 　○思いやりに満ちた豊かな心の育成
　 　○未来を生き抜く健やかな体の育成

☆高千帆中学校区めざす子ども像

 豊かに生きる力を身に付け、郷土を愛し未来を切り拓く子　～ふるさと高千帆から未来へ｢夢｣･｢愛｣･｢命｣をつなぐ～

｢夢｣(知)：自ら学び続ける子　　　｢愛｣(徳)：笑顔あふれる子　　　｢命｣(体)：心身ともにたくましい子
共通取組 読書習慣の育成 ふれあいあいさつ運動 地域元気マップの更新と活用

☆学校教育目標

チャレンジ目標（高中スタンダード）

＜　安心　＞ キーワード ＜　充実　＞
仲間や先生に対する信頼感
・失敗しても受け入れてくれる仲間や先生
・わからなければ教えてくれる仲間や先生
・辛いときに支えてくれる仲間や先生
・頑張りを認め応援してくれる仲間や先生

・関わり合う中で学びの楽しさや、やり甲斐を実感できる授業

・望ましい学習習慣を身に付け、学力向上につなぐ自主学習

・達成感や自己有用感を味わえる学校行事や生徒会活動

・主体的・自主的に取り組み、自己指導能力を育てる部活動

自分自身に対する信頼感
・やればできるようになる自分

地域に対する信頼感
・地域に見守られ、地域とともにある学校

生徒指導

「豊かな心」
の育成

【温かく】

○支持的な学級や生徒集団の育
成を図る発達支持的・課題予防
的生徒指導の推進

○豊かな人権感覚と道徳的実践
力の育成

・特別活動などの協同的な活動の場面
を通して、より多くの生徒に自己有用
感を味わえる場や機会の提供を図る。

その際、学校行事用特別（臨時）委員
会の設置と活用を行う。
・「人権感覚振り返りシート」を活用

し、人権に関わる知識的側面から、行
動に結びつけるための価値及び態度的
側面と技能的側面についての学びを教

師とともに充実させる。

・「安心して学校生活が送れて
いる」生徒の肯定的な回答

４　95％以上である
３　90％以上である
２　85％以上である
１　85％未満である

笑顔で人とつなが る

心を込めて思慮深く掃除をする

決められた時間を守る

領域＼項目 重点目標 具体的な手だて 評価基準

学習指導

「確かな学
力」の保障

【賢く】

○望ましい学習習慣の確立と基礎・
基本的な 学習 内容 の定 着を 図る
（「個別最適な学び」の充実）

○学習課題の工夫や一人一台端末等
を活用した思考力・判断力・表現力
を養う（｢協働的な学び｣の充実）

・計画的に Chromebook（すららド
リル等）を活用することにより、
基礎・基本の定着を図る。

・Chromebook（ロイロノート）を
用いて互いの考えや意見を共有
し、話合いを通じて議論を深める
機会を設定する。

・全学調及び県確認問題(正答率)

４ 全国、県平均を上回る
３ 全国、県平均と同等
      (２％未満の差)
２ 全国、県平均をやや下回る
　　  (３％未満の差)
１ 全国、県平均を下回る

保健安全

「健やかな
体」の育成

【逞しく】

○基本的な生活習慣の確立
　（早寝・早起き・朝ご飯）

○生徒が主体的に取り組み、保
護者や地域を巻き込んだ健康教
育の推進

・専門委員会の活動を通し
て、生徒の健康意識の向上を
図る。
・年2回、学校保健委員会を
開催し、保護者と生徒を交え
て本校の健康課題の共通理解
と協力を図る。

・学校評価アンケートの健康項
目において、生徒・保護者とも
に肯定的な回答が80％以上。
４　80％以上　３　70％以上
２　60％以上　１　60％未満
・年2回、学校保健安全委員会
を実施し、振り返りを行う。

研　修

「学び続ける
教職員集団」

○主体的・対話的で深い学びの
具現化を進め、授業力、指導力
の向上を図る研修の充実

○ＩＣＴ機器を有効に活用した
授業の実践力、指導力の向上

・研究主題を目標とした研修、授
業実践および互見授業による授業
改善。地域参加型校内研修の実施
（ユニット研修）。
・ＩＣＴ機器を活用した、主体
的・対話的な授業実践のための研
修の実施。

・全教員、年間３回以上の授業を公
開(学校公開日を含む)。地域参加型
校内研修の３回以上の実施。
・ＩＣＴ活用に関して、肯定的な回
答が80％以上。
４　80％以上　　３　70％以上
２　60％以上　　１　60％未満

地域連携

「郷土に愛着
をもつ生徒」

の育成

○小・中学校、地域で課題を共
有し、解決に向けた豊かな体験
活動や学びの提供を図る持続可
能な教育活動の推進（学校・地
域連携カリキュラムの推進と充
実）

・昨年度更新された学校・地域連
携カリキュラムについて、周知を
図る。また、これまで行ってきた
さまざまな取組をカリキュラムと
照らし合わせ、活動の目的・意義
を再確認する。

・学校評価アンケートの地域と
ともに取り組む活動において、
肯定的な意見が80％以上。
４　80％以上　３　70％以上
２　60％以上　１　60％未満

（自己評価の基準　　４：適切である　　３：概ね適切である　　２：やや不適切である　　１：不適切である）

（１学年） 『 凡事徹底～「挨拶・時間厳守・掃除」当たり前のことを

人には真似できないほど一生懸命やる風土づくり～』

（２学年） 『絆 ～One Teamで限界突破！！～ 』

（３学年） 『S「あたりまえを積み重ねると★特別★になる」

～G「たんぽぽ」』

学年目標

学校経営
ビジョン

生徒会運営
ビジョン

２ 学校経営ビジョンの共有を図る取組

高千帆中の例 （３）ビジョンの協創・共有

15

学校経営ビジョンと連動した生徒会運営ビジョンの作成

学校運営協議会
学校経営ビジョ
ン・生徒会運営
ビジョンの協
議・承認へ

２ 学校経営ビジョンの協創・共有

高千帆中の例
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学校評価書
（抜粋）

経営ビジョンや
昨年度の評価か
らの重点目標
（戦略的目標）

重点目標達成に向
けた方策（戦術的
目標）と評価基準
各分掌主任を中心
に策定

16

３ ミドル・アップダウン・マネジメント

（１）学校評価に基づいた組織
的展開とミドル層の育成

学校評価書
（抜粋）

自己評価

関係者評価

次年度の
改善策

ミドル・マネジメントの評価
戦術的な省察

評価の総括トップ・マネジ
メントの評価

戦略的な省察

17

３ ミドル・アップダウン・
マネジメント

（２）学校運営上の自己の役割を意識した自己目標シートの作成

18

竜王中

校務分掌と関連した自分の役割

生徒の姿をイメージ
した目標を設定

目標を達成するた
めに自分が実践す
る内容や研修

３ ミドル・アップダウン・マネジメント

学校評価書のミドル・マネジメント
の戦略的な省察を踏まえた
自己目標と手立ての設定

（１）学力課題に迫る学校司書の参画

本市では、すべての小学校へ学校司書を配置。校区内にある中学校と兼務

学校司書が、全国SLA学校図書館

スーパーバイザーを招聘して行っ
た「読書会」や「ライぶらり」

学校司書による「新聞の活用」

19

ビブリオバドル
※誰でも開催できる本の紹
介コミュニケーションゲーム

４ 課題解決に向けた専門能力スタッフとの連携・協働
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（１）生徒指導・教育相談の専門家との連携のための組織マネジメント

○小野田地区・山陽地区にそれぞれ

「ふれあい相談室」
（適応指導教室）を設置

○児童生徒・保護者との教育相談、来室や
訪問による教育活動を実施

○教育相談主担当者主導による「定例
報告会」での丁寧な情報交換

○特別支援教育との境目のない指導・支援

子育て総合支援センター（スマイルキッズ）宇部児童相談所等との連携

20

「心の支援室」スタッフ（心理士、元教員 等）

＜連携の効果等＞
→小野田地区・山陽地区にそれぞれ設置して

いることで、児童生徒が通いやすく、小中
の連携が図りやすい。

→保護者との教育相談において、段階的な
登校支援や進路相談につなげられる。

→ＳＣを含めた情報交換の方法や内容を工夫
し、きめ細やかな指導・支援を行うことが
できる。

→特別支援学級や発達障害の傾向のある
児童生徒への境目のない支援ができる。

４ 課題解決に向けた専門能力スタッフとの連携・協働

（２）生徒指導・教育相談の専門家との連携による成果

＜連携の効果等＞
→安全教育において、教員とは違う視点

での指導が受けられる。
→「学校いじめ防止対策委員会」の協議

内容を踏まえた休憩時間の学校訪問、
見守り活動により、生徒指導上の抑止
力になる。

→触法行為に関わる事案やSNS上の生徒
指導案件等について、教員の知識や経
験が浅い分野について助言がもらえる。

要保護児童対策地域協議会等、関係機関の連携による支援の充実

21

少年安全サポーター （元警察官）

○学校安全の推進への協力（防犯
教室、交通安全教室、自転車教室、
避難訓練の指導 等）

○学校いじめ防止対策委員会等へ
の参画・学校訪問、見守り活動

○警察との連携

４ 課題解決に向けた専門能力スタッフとの連携・協働

（３）スクールカウンセラーによる教育講演会や授業など

SCによる教育講演会

演題「こころがラクになるヒント」

◇いじめ防止対策協議会

◇グローイングハートプロジェクト

◇児童生徒への面談

◇保護者への面談

22

４ 課題解決に向けた専門能力スタッフとの連携・協働

（１）山口東京理科大学と連携した理科教育の推進

減圧装置による実験

23

５ 地域の様々な機関や団体とのネットワーク化とその取組
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（２）人権擁護委員による教育講演会や授業

市高齢福祉課による出前授業

「認知症サポーター養成講座」 リスペクト・アザースⅡ

人権擁護委員による授業

24

５ 地域の様々な機関や団体とのネットワーク化とその取組

（３）競技かるたを通した小学、中学、高校連携

競技かるたを説明する小野田高校生 小野田高校生一人と小学生、中学生が
チームになって対戦

25

５ 地域の様々な機関や団体とのネットワーク化とその取組

（４）地域教育協議会との連携した取組（学校支援）

有識者による面接指導

地域活動推進委員が面接にあたる
講師を毎年20名程度依頼し、１１月

３年生を対象に放課後、４～５日間
実施

専門家や団体による土曜教室や学習ボランティア

生け花教室

料理教室

26

中学校家庭科着付け体験授業

太極拳教室

５ 地域の様々な機関や団体とのネットワーク化とその取組

（５）小中学校と地域が一体となった花いっぱい運動

小学生による播種作業 中学生による配布作業

厚陽小中学校から市内全域の学校・団体へ社会貢献

27

５ 地域の様々な機関や団体とのネットワーク化とその取組
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（６）地域連携の具体

ここ花（こころに花々を～学校を花でいっぱいにしよう～）運動

地域の方々や保護者の皆さんと特別支
援学級の生徒で、たくさんの一輪挿しを
生けて校内に飾ります

小野田中

28

地域とともにつくる学校花壇

地域の方々にアドバイスをい
ただいたり、整備の手助けを
していただきながら整備

平成29年度から
最優秀賞4回、優秀賞1回受賞

５ 地域の様々な機関や団体とのネットワーク化とその取組

（６）地域連携の具体

埴生小中学校 農園（ハーブねっと農園）を使ったキャリア教育

生産から加工、販売を子どもたち自身
の手で行い、６次産業化を経験すること
によって、望ましい職業観や勤労観を育
むキャリア教育を小中一貫で

農家やＪＡの方と田植えから稲刈りまでを小中で コメの計量をしてラベルを張って商品化

地
域
の
文
化
祭
で
販
売

29

５ 地域の様々な機関や団体とのネットワーク化とその取組

（６）地域連携の具体

地域貢献活動を地域と共に

今春閉校した津布田小の
花壇整備を地域の方と

全校生徒で海岸清掃活動

国道沿いの壁画制作

30

地域行事に運営スタッフとして参画

５ 地域の様々な機関や団体とのネットワーク化とその取組

（７）市議会と連携した取組

①中学生による市議会の傍聴・視聴の取組

31

６月市議会一般質問
の市議会場での傍聴

５ 地域の様々な機関や団体とのネットワーク化とその取組



2024/5/27

9

（７）市ふるさとづくり協議会との連携

中学生市議会の開催

住みよいまちづくりにつ
いて提案

市職員からの回答を真剣
に聞く中学生議員

中学生議員からの提案に回答する
市職員

32

市内全中学校の代表
生徒による一般質問 執行部の答弁を求めます。

（議長も生徒が務めます）

５ 地域の様々な機関や団体とのネットワーク化とその取組

（１）教職員の意識調査より

33

※全教職員（校長、教頭、教諭、養護教諭、事務職員等）

６ まとめ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

R4

学校経営ビジョンの共有を通して、教職員が教育活動を推進

４そう思う ３どちらかと言えばそう思う ２どちらかと言えばそう思わない １思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

R4

「学校・地域連携カリキュラム」の共有を通して、生徒の身に付けたい力

に向かう教育を推進

４そう思う ３どちらかと言えばそう思う ２どちらかと言えばそう思わない １思わない

（１）教職員の意識調査より

34

※全教職員（校長、教頭、教諭、養護教諭、事務職員等）

６ まとめ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

R4

専門能力スタッフが参画し、教育効果をあげている

４そう思う ３どちらかと言えばそう思う ２どちらかと言えばそう思わない １思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

R4

地域交流センター、企業、高等学校、大学等との連携のより教育効果をあ

げている

４ そう思う ３ どちらかと言えばそう思う ２どちらかと言えばそう思わない １思わない

（１）教職員の意識調査より

35

※全教職員（校長、教頭、教諭、養護教諭、事務職員等）

６ まとめ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

R4

地域と連携・協働し、生徒の学びを広げるなど教育効果をあげている。

４そう思う ３どちらかと言えばそう思う ２どちらかと言えばそう思わない １思わない
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（２）成果と課題

36

①竜王中 生徒会長

地域学校協働活動推進員
と地域資源の活用について
協議をする生徒会執行部

令和5年6月18日放送「はつらつ山口っ子」より

６ まとめ

（２）成果と課題

37

②令和4年度県少年の主張コンクール 最優秀

「未来へのバトンは私達に」 小野田中学校 ２年 河本芽郁さん

ここは私の町だ。みんなの町だ。私達を日々支えてくださり、見守って
くださる方々に、私達は未来を託されているのだ。

大切なのは、中途半端にせず、一生懸命することだ。まずは、地域の
ことを知ることから始めてみてはどうだろうか。学校運営協議会に参加
しての気づきや自分の思いを忘れずに、これからも地域に貢献してい
きたい。

私たちの手で、私たちに託されたバトンを未来へとつなげていこうと強
く思う。

６ まとめ

（２）山陽小野田市生徒の経年変化

H30山口
県肯定率

R3山陽小野
田市肯定率

R4山陽小野
田市肯定率

R５山陽小野
田市肯定率

地域の出来事への関心 ６１％ ７４．４％ ７２．７％ ６５．１％

住んでいる地域行事への参加 ５３％ ６５．４％ ６６．４％ ５７．２％

地域のボランティア活動への参加 ７４％ ８１．９％ ７５．２％ ７３．９％

大人になったら住んでいる地域のために何かをしたいか ６１％ ７１．８％ ７１．０％ ５７．２％

将来への夢や目標 ７３％ ８１．９％ ７８．４％ ７８．２％

難しいことへの挑戦 ６７％ ８２．２％ ７６．１％ ６９．６％

自分には良いところがある ６８％ ８５．０％ ８３．３％ ８３．０％

自ら進んで学習 ５９％ ７５．１％ ７１．４％ ６６．８％

地域の大人を見て頑張ろうと思う ７３％ ８２．４％ ８２．１％ ７６．７％

今住んでいる地域に住みたいか ５３％ ５９．３％ ５９．２％ ４８．６％

※県と比較 県を上回っているが８０％未満 県を上回り８０％以上

38 39

人が育ち、人が輝き、人がつながる協働文化をめざして

成 果

学校と地域の連携・協働による「チーム学校」の実現

６ まとめ

① 学校経営ビジョンの協創・共有によるチームづくり

② 若手、ミドルリーダーが学校運営に参画する仕組みづくり

③ 生徒が学校運営に携わることによる当事者意識の高揚

④ 生徒が主体的に生徒会活動や地域貢献活動への取り組むことに

よる自己肯定感の高揚

⑤ 生徒の学びの場の広がりによる社会との接続
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40

人が育ち、人が輝き、人がつながる協働文化をめざして

課 題

学校と地域の連携・協働による「チーム学校」の実現
６ まとめ

❶ 将来への夢や目標をもち、主体的に活動する生徒の育成を視点

とした取組

❷ チーム学校の意義を理解し、当事者意識をもって学校運営に

携わる教職員のさらなる醸成

❸ 学校課題の解決へつながる専門能力スタッフとのさらなる連携

❹ 様々な機関や団体とのネットワークの継続

働き方改革の推進

41

山陽小野田市中学校における時間外在校等時間の推移

440

460

480

500

520

540

560

580

600
１
人
当
た
り
の
年
間
時
間
外
在
校
等

平
均
時
間
（ｈ
）

R3 R4 R5

42

人が育ち、人が輝き、人がつながる協働文化をめざして

校長の役割

ご清聴ありがとうございました。

学校と地域の連携・協働による「チーム学校」の実現
結論

教職員、生徒、地域が参画した学校経営ビジョンの作成

さらに、学校経営ビジョン具現化のための、人と人とのつながり

加えて、生徒が主体となって地域と協働する機会の創造


